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1. 本 誌 は ､物 一性物 理 の 石井究 を共 同 ても促 進 す る た め ､ 研 究 者 が そ
の 研 究 意 見 を 自 由 に発 表 し言寸諭 し あ い ､ ま た ､ 石井究 に 関 連 した
ノ情事良を速 や か に交 換 しあ う こ と を 目白勺と して ､ 毎 月 1回 編 集 ･
干U行 され ま す ｡ 掲 載 内 容 は ､ 石牙究 論 文 ､ 石井究 会 ･国 際 会 貢義な ど
の 報 告 ､ 講 義 ノー ト､ 石牙究 に関 連 した 諸 問 題 につ い て の 意 見 ､
一情報 な どで す ｡
2. 本 吉志に掲 載 さ れ る論 文 につ い て は ､ 原 貝rlと して 審 査 は行 な い
ませ ん ｡ 但 し､ 編 集 者 が 本 吉志に掲 載 す る こ と を著 し く不 適 当 と
認 め た も の につ い て は ､ 改 言丁を求 め ､ ま た は 掲 載 を拒 絶 す る こ
と カ官あ り ま す 0
3. 本 言志の 掲 載 論 文 を他 の 学 術 雑 言志に 引 用 す る と き は ､ 著 者 の 承






原稿 はつ4 0 0字 詰 原 稿 用 紙 を使 用 して TFさ い-｡
準 じ､ ミス 70
t言お 書 き下 さ
リ ン トが生 L;な い よ う に適 当 を処 置 を と っ て 下 さ
しい も の の み を手旨定 して 下 さ い ｡
英字 の大 ､花文 字 ､ ギ リシ ャの 手旨定 を忘 れ を い よ う に ､一0 と a
と 0(ゼ 甲)､uと～nと r､C と e､1(エ ル )と 1(イ チ )､X と ×
(カケ:八レ)､uと V等蔓が一 番 聞 達 くい や す い ｡1～
数 式 は 3h行 にわ た っ て 大 き く書 い て 下 さ い ｡
‡行以 再 にお さ ま ら を い 可 能 性 の あ る長 い 数 式 等 は必 ず 改 行 -.
の際 の切 れ 目を帝 で 指 定 して 下 さ P o
図の縮 尺 ､拡 大 は 致 しませ ん o l頁 以 内 に 入 ら な い 図 は原 貝叫
と して著者 に返 送 し､ 書 き改 め て い た だ き ま す ｡
授精 後 の 原 稿 の 訂 正 はてもき る だ け さ け る よ う に して 下 さい ｡
別刷は原 則 と して 作 り ま せ ん ｡ ど う して も別 刷 が 入 用 な場 合
は､投稿 の 際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申 込 ん で 下 さ い . 別 刷 代
は下記 方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ き ま す ｡
(郵 券 に よ る受 付 は い た し ませ ん ｡)
p :物 研 出 来 上 り頁 数
x :男TJ席TJ所 要普β数
a :別 席lJl責 の 代 金 3円
b :製 本 代 (別 刷 1部 につ き) 30日
別 刷 代 - (ap十 b)Ⅹ+送 料
別 刷 代 金 は 別 刷 を受 取 っ て か ら､ 1ケ 月 以 内 に赤肉め て 下 か い｡
そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を請 求 さ れ る こ と が あ り ま
す か ら､ 御 注 意 下 さ い ｡
原 稿 締 切 日 は 毎 月20日で 原 則 と して 次 月 発 行 詰 に掲 載 され ま
す ｡
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1972年 9月 27日 御子柴宣夫氏 (電総研 )
｢半導体中の不純物の超音波吸収について｣
10月 26日 守谷 亨氏 (東大物性研 )
｢遍歴電子の強磁性におけるスピンのゆらぎの効果｣
11月 9日 川路 紳治氏 (学習院大理 )
｢半導体表面の量子効果と電気伝導｣
11月 30日 小野 正利氏 (北大理 )
｢金属 リチウムの格子振動｣
/ 倉田 正毅氏 (北大理 )
｢非周期系における短距離秩序度｣




土曜輪講 10月 21日 守谷 亨氏
｢遍歴電子の強磁性に於けるスピンのゆらぎの効果｣
談 話 会 10月 16日 中嶋 貞雄氏
｢HeMonolayersonGraphite-新しい2次元
量子物質｣
10月 30日 神前 照氏
｢絶縁体における ｢電子一格子｣の問題
土曜輪講 11月 4日 L.W Bruch氏 (ウィスコンシン大学 )
｢BindingEnergyoflnertGastrirlmerJ
11月 11日 鈴木 直氏 (東大理 )
｢遷移金属磁性半導体に於けるフォノン-ラマン散乱の琴
▲論｣
談 話 会 11月 13日 中田 一郎氏
｢光学顕微鏡による結晶成長の研究｣
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ニユ- ス
談 話 会 11月27日 近角 聡信氏
｢強磁場の発生と物性研究｣








12月19日 阪大 平木 昭夫氏
｢Au-Si系における低温反応と界面層の構造｣
o物理教室談話会










































































































































































































































































昭和 48年度前期研究計画 ･ア トム型研究員募集
昭和47年 12月 18日
京都大学基礎物理学研究所
所長 牧 二 郎
昭和 48年度前期の基研研究計画及びアトム型研究員を下記のように募集致します｡
















究を行なうもので,普通年 1-2回研究会 を行な っている｡ )




































の予算を用意致 しますので御応募下さい｡ (第 55回研究部員会議 (1972年 3











推薦書 (出来れば研究歴 と研究の解説を含む )
履歴書 (略歴 ),主要研究業績 リスト,
出 来 れ ば 主 要 論 文 の 別 刷 , 応 募 職 名
公募締切 19 7 3年 2月 末 日
宛 先 (連 絡 先 )
〒 6 0 6 京 都 市 左 京 区 北 白 川 追 分 町
京 都 大 学理 学 部
物 理 学 第 -教 室












1972年 11月 16日, 17日
於 ･ 基 研 小 講 義 室
議長団 田中正,安野愈,長岡洋介
出席者 研究部員 22名 (外国出張 1名 )
運営委員 14冬
オブ軒-ノもー 7名
























基 礎 物 理 学 研 究 報 告
昭和47.11･15.
所 員 異 動
1.採 用 福 田 礼次郎 (助手 )47.8.1
2.転 出 小 林 正 典 助手 47.10.1(岐阜大教育学部 )
3･併 任 松 田 博 嗣 九州大学 (理学部)47.7･1-48･3･31
4.アトム型研究員 (別 紙 )
5.外国人流動研究員 (別 紙 )
6.外国出張
岩 崎 洋 一 助 手 アメリカ合衆国 47. 8. 2-48. 8. 1






小 沼 通 二 助教授 アメ_リカ合衆国 47. 9. 4-47･10｡ 4
7.そ の 他
所長事務代理




平 山 実 (富 山 大 ･文 理 ) 47･7･1-7･31
小 野 嘉 之 (東 大 ･理 ) 47･8･1-8･31
笠 原 中 庸 (東 北 大 ･理 ) 47･8･ 1-8･31
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大久保 進 (Univ.ofRochester)47. 9.16-12.3 1
佐 川 弘 幸 (東北大 ･理 ) 47.10. 1-10.3 1
相 沢 洋 二 (北大 ･薬 ) 47.10.ll-10.25
高 橋 康 (Univ.ofAlberta) 47.10.27-ll.25
江 口 徹 (東大 ･理 )
松 岡 修 (電通大 )
























scottE･Kirkpat'rick (紙 禁n態 osmeasrch 47.8･29-9･17
Center)
3.外国人招碑について







































































































































































これ らの問題の相互関連 を整理 し,Lにつめ, 今 後 の 運 動 方 針 等 を 検 討 す る た
め学術研究体制小委 をお くことに した｡
(b)原子核将来計画
起高エネルギー計画,高エネルギー研の共 同 利 用 体 制 の 確 立 な ど 将 来 計 画 の
アフターケア｡




物 研 連 報 告 ( 田 中 - )
第 9期第 1回の吻研連は, 日本 学 術 会 議 第 4 部 会 議 室 で 9 月 1 3 日 開 催 さ れ た ｡
まず役員の選出を行 い,委員 長 に 今 井 功 , 幹 事 と し て 小 野 周 , 田 中 - , 菅 原 忠 ,
渡部力,西川哲治及び木下 是 雄 を 選 ん だ ｡
っいも 61回総会 の国 際 学 術 交 流 の 推 進 に つ い て の 申 し 合 せ に も と づ い て 日 中
学術交流について討落 した｡
又, 1974年の固体表面及 び第 6 回 真 空 科 学 会 議 を 学 術 会 議 が 後 援 す る こ と に
賛成す ることに した｡ 1976年の高エネ ル ギ ー 物 理 学 国 際 会 議 に つ い て は 学 術 会
議が主催す る方向に推進 してい くことになった ｡ 今 後 の 活 動 と し て は , 本 委 員 会 の
定員削減,核研連の定員,両委員会 の関係,研連 の 群 別 と そ の あ り方 , 及 び そ の 提
案権や準委員について今後 とも検討 してい くことに し た ｡
又,物性小委員会 をひきつ ゞき設置す ると共に,生 物 物 理 基 礎 研 設 立 準 備 小 委 員
会 には和田八三氏,固体地球科学研究所設立準備小委員 会 に は 宮 原 将 平 氏 , 学 術 情
報研連委員 には木下是雄氏の各義貞 を推薦することに した ｡
i.UI,Af,執行委員会 が IUPAP副会長 として久保亮五氏 を 推 薦 す る こ と に 同 意






































































｡ 一貫教育のD.C.で優秀な学生に早 く学位を与えることもレ)ゝ .
｡ 研究所で大学院をもちたいという要望はかねてから一部の研究所からでて
いた｡






























































































































































並木美善雄 (早大 ･理工 ),山口 佐 (鳥取大 ･教養),野田二次男(九
＼
大 ･理 )






















































(アカデ ミーが上 ), 日本 の外務省 では外務省以外 の 人 は 委 員 会 に 入 れ な い な
どの支 障がある｡
湯川 )外務省が窓 口となれば, プラクテ ィカルな問 題 と し て チ ャ ネ ル が っ ま っ て し
ま うのではないだろ うか｡
牧 ) 学坂 と しては, Informalな会合 をソ連 側 と 持 ち た い 意 向 の よ う で あ る ｡ ア
t;i
カデ ミシャンであるマル コフ氏が 1月 に 来 日 さ れ る と 聞 い て い る の で , 具 体 的
な話が進む ことを期待 している｡
次 のことが確認 された｡
① memoノrandumの修正 の件は了承 す る ｡
②キエ フとの交換計画について は , 事 務 局 報 な ど を 通 じ て ア ナ ウ ン ス し , 研 究
部員会議で人選す る｡
④ Deep lnelastic反応 の 国 際 会 議 出 席 者 に 関 し て は 同 じ く 事 務 局 報 な ど に ア
ナ ウンス して,牧氏が関 係 者 と 相 談 し て 人 選 す る ｡
8.任期 制につ いて
議長 (安野 )前回,物性 教 授 公 募 の 際 任 期 の こ と が 問 題 に な っ た が , 物 性 教 授 は
一応今 まで通 り任期 をっ け て 公 募 し た が , こ の 辺 で 共 同 利 用 研 の 任 期 を ど う 考
えるか議論すべき時に来 てい る の で は な い だ ろ う か ｡
原 ) 私 としては基研の任期制は続けて は し い と い う 他 議 論 す る こ と は な い ｡
小沼 )数年前 アンケー トをとった時, 自分の大学 で は 何 も 考 え な い が 基 研 だ け は 続
けて くれ という意見 が強かった｡基研の任期の問題は各研究機関の研究者がど
う考 え, どうサポー トしてい･くか を含 めて考 えなければならない｡
磯 ) 基研ではいつ も理想案が討歳 され ているが,任期制の問題は大きな内部矛盾
が含 まれ ている｡他 の大学では ど うして も動けない事情がありそれは依然とし
て改善 されていない｡他 の大学で任期 制 をとるためには,動いても損にならな
い,得 になるよ うな制度 が必要なのではな いか｡
原 ) 基研は研究条件 がいい し,共同利 用研 として任期 は必要だ｡
位田 )昔 と今 とで困難な事情 が依 然 と して変 って御 ､点 もあるが,大きく変化して
いる点に も注 目してほ しい｡素粒子 では,OD問題が ます ます深刻になってお































































































なければならない｡任期制を守ってゆく上にも,各研 究 室 の ac tivity を 高 め
る点か らも,全国的交流を高 めてゆ くことが重要 で あ る ｡ ま た 学 問 の 閉 鎖 性 に
とらわれないように しなければ,物理の発展は望 め な い ｡
部員会議の討議と共に,各研究室でも討議 を 続 け て い た だ き た い ｡
9.来年度数理解析研究所専門委員会委員推薦につい て
大阪市立大学,中野董夫氏に今年度にひきつゞきお ね が い す る こ と に し , 物 研 連
に推薦することにな､つた｡
基研からは,物性関係の人に任期 1年で申ていたゞくこ と に な っ た ｡
10Cその他
① プログレスについて (資料 3)
資料に関して玉垣氏から説明が行なわれ,ひきつ ゞき次のような , 質 疑 応 答 及
び補足説明があった｡













































議 長 牧 二郎
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によってや り方はいろいろあろう｡





















中 西 一 夫 (東北大 ･理 ･D･1)
滞在希望期間及び時期 決 定
1ケ月 (2月 ) 1ケ月
ACr-Fe合金の磁性について
高 田 容士夫 (東工大 ･理 ･助手 ) 2週間(1月5日･J 2週間
構成粒子がスピンを持った複合粒子の散乱 18日)
東 崎 昭 弘 (信州大 ･繊維 ･講師 ) 1ケ月 (1月8日- 1ケ月
p-shell核間相互作用 2月7日)
- 3 58-
服 部 敏 彦 (徳島大 ･教養 ･助教授 )
K+p弾性散乱の吸収効果







二 宮 ､勘 輔 (名大 ･理 ) 富山大 ･文理 1ケ月
hadronの複合的構造と､素粒子反応 (1月20日-2月20日)
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資料
与砲相もO､t)敬
一 ~'芝ヽO-@-ら -~~ }昏CV ′ ヽ ′-p ､▼一*! ′■一j回れ′一 ㌣●ーFen 7珊 ?ptー p' 草 色(')佃 ,Y.O 缶ー_｣L 一 守 短













































































議題 10･その他 (プレグレスについて) 関係資料
(I)現 状 と予 測
1)現状 ti) 1960年以降で頁数,掲載論文数,投稿数は約 2倍.特に 1966
† -71の5年間に約 20%/年の増加｡
図 1 (i) 1970-72年で,約650p/年の増加
- 1.7冊/年 〟 に相当
Ci) 1972年 (Vol.47と48)では,合計約4700頁
→ 特別号(Wl･48 6A+息旦)で積残し解消
2)外挿すると,700-800頁/年の増加 - 特別号 2冊出す必要













1)本文の変形 と見倣 し,速報性を生かすようにするか.→ 頁数制限をゆるめる.
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編 集 部 よ り




て,その両者の役割q)ウエイ トが時代と共に変 りつつあるようです｡今度 10年目を迎え
るにあたって ｢物性研究｣が t共同利用誌 "として生きる道は何なのかを考え直すことが
非常に重要であろうと思われます｡そこで,編集部ではvo120のはじめの方の恥で物性
研究 10周年記念号を計画しています｡より広く読者の方々,及び投稿者の方々の ｢物性






- 3 6 6 -
































物 性 研 究
第 19巻 第4号
1973年1月20日発行
発行人 松 田 博 嗣
京都市左京区北白川追分町
京 都大学 湯 川 記 念 館 内














ィ, ( ) (
ロ. ( ) (
ノ､,( ) (
二･( ) (
ホ. 仁 ) (
へ. ( ) (
卜. ( ) (
チ. ( ) (
リ. ( ) (













A. ( ) 研究の誌上討論
fj･ ( ) 迅速な情報交換
｢. ( ) 会議報告その他の資料
D.( ) 特集
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